
昭和大学、病院薬剤部と薬学部で
医薬品情報リソー スを活用 し、
適切な医薬品情報を医療者と患者に提供

薬剤師の教育から病院薬剤師の業務までを幅広くサポー トする医薬品肩報

昭和大学は、「至誠一 貫」という建学精神のもと設立された医系総合大学であり、

人々の健康の回復・維持・増進に貢献すべく、医療に携わる多くの専門家を輩出

してきました。昭和大学病院では患者様本位の医療、高度な医療の推進、医療人

の育成を目指しています。エビデンスに基づく医薬品情報リソ ー スの活用につ

いて、昭和大学病院薬剤部で薬剤の安全な提供に取り組まれている嶋村先生と

若林先生、そして昭和大学薬学部で薬剤師の育成に関わる半田先生にお話しを

伺いました。

昭和大学では附属病院を含む全学で臨床意思決定支援リソー ス (CDS) UpToDate® と
医薬品情報リソー スUpToDate® Lexidrug™ が導入 されています。先生方がこのような 
リソー スを利用するようになったきっかけを教えてください

嶋村先生：薬剤師として働き始めてからです。学生の頃に医薬品の知識とともに
疾患や治療についても学びますが、やはり実務となるとそれだけでは足りませ
ん。同じように考える薬剤師は他にもいて、彼らがUpToDateを使用 していたの
で、私も個人として利用 し始めました。その後����年から当院全体でUpToDate
とUpToDate Lexidrugが利用できるようになり、現在は日常的にUpToDate 
Lexidrugを利用しています。
若林先生：私は昭和大学薬学部を卒業後すぐに当院に入職しましたが、入職当時
はまだ利用していませんでした。病院に UpToDate Lexidrugが導入された頃から
利用するようになり、D I担当となってからは、毎日の医薬品情報業務で必須の
ツー ルとなっています。
半田先生：もう��年以上前ですが、当時日本でもDI等に関する講演をされていた
アメリカのレイシー 博士と知り合い、����年から彼が創設した薬科大学に留学 
していました。そこではすでにUpToDate Lexidrug onlineが導入されていま した
ので私も利用するようにな りま したが、実はUpToDate Lexidrugを開発 したの
が、レイシー 博士たちのグルー プでした。薬剤師目線で書かれた情報は非常に
分かりやすくまとめられ、デー タの見やすさや検索 しやすさなどがとても優れて
おり、周りの学生たちも皆、必要な情報をモバイル端末にダウンロー ドして、普段
の講義や演習、臨床実習等で情報検索を行っていました。

世界各国の薬剤師が情報をアップデー ト
している UpToDate Lexidrug は、薬剤師
目線で書かれていることがポイントです。
患者さんへの説明や院内での DI 提供等、
薬剤師にとっての日々の課題解決に無く
てはならないツー ルです。
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嶋村先生：薬剤師も、オンコロジー や感染症など専門化が進んでいます。中でも
私は人工透析に関する情報をUpToDate Lexidrugで調べることが多いです。例え
ば、人工透析における医薬品の投与量は日本国内の情報が少なく、持続透析など
は本当に少ないのですが、 UpToDate Lexidrugにはこうした情報も掲載されて
います。人工透析そのものが海外とは条件なども違いますが、 UpToDate 
Lexidrugでは「人工透析の条件」まで示されていることが多いので、日本の状況と
の比較がしやすいのです。腎機能に障害がある患者さん、人工透析を必要とする
患者さんへの医薬品投与は、そのほかの患者さんと同じではありません。また、透
析の前後でも腎機能は変化しますので、より安全性を担保するために、同じ医薬
品でも用法用置が変わることや投与回数を調整することがあります。こうした情
報をUpToDate Lexidrugで検索し、法的根拠や添付文書等には書かれていない情
報も調べて提案するということは、薬剤師としての腕の見せ所でもあります。

今後の展望

今後、UpToDate Lexidrugをどのように利用していかれますか？

嶋村先生： UpToDate Lexidrugは日本での情報が少ない部分をカバー してくれ
る有用なツー ルだと思います。院内ではUpToDateも利用できますので、疾患の
病態生理や治療はUpToDate、医薬品についてはUpToDate Lexidrugという使い
分けができると思います。
病院薬剤師は、一次・ニ次情報だけでは足りない情報を医師から相談されること
もありますし、医師への疑義照会も行います。日本国内の情報だけでは不足する
分野もいろいろありますので、薬剤部のエビデンス源として、今後もUpToDate 
Lexidrugの利用を拡大していきます。

昭和大学について
東京都品川区にある昭和大学は、医学部、歯学部、薬学部、保健医療学部の � 学部から
なる医系総合大学です。附属の昭和大学病院では �� の診療科を標榜し、��� の病床数
を有します。昭和大学病院では救急医療センター や ICU、CCU、HCU、SCU のほか、総
合周産期母子医療センター (NICU·MFICU) や緩和ケアセンター なども併設しています。

昭和大学では、エビデンスに基づく臨床•投薬意思決定ツー ルとして、UpToDate お
よび UpToDate Lexidrug を大学の教育から附属病院の臨床まで幅広く活用しており、
全国屈指の利用率を誇っています。
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例えば、腎機能が低下している患者にはどれくらいの投与量を設定する力＼併用して
も良い薬剤は何か、その際の相互作用は何かなどを調べるために UpToDate Lexidrug
を利用 しました。クリック一 つでダイレクトに情報が確認できるので、バイブル的存
在でした。
その経験がありましたので、その後日本に戻って�� ��年に昭和大学に赴任 した際に、
大学へのUpToDate Lexidrug導入を進めました。

エビデンスに基づく医薬品情報リソー スとして利用されるUpToDate 
Lexidrug

半田先生：私は薬学部の4年次のカリキュラムで、臨床実習前の医薬情報に関す
る実習を担当しています。その中で、例えば一 つの医薬品についてPMDAの薬
剤添付文書とUpToDate Lexidrugを比較し、適応や相互作用などについて情報
の違いを知ることを体験してもらっています。日本国内での添付文書で示され
ている適応や相互作用を知ることは必要ですが、海外の情報を扱うUpToDate 
Lexidrug とは内容が違うことも少なくありません。日本で使用できる医薬品
は日本での適応があり、諸外国との違いがあるためです。
また、添付文書には書かれていない情報、例えばサプリメントやハー ブ類との
相互作用、慎重投与となる患者像などをより詳細に検索できるのも、 
UpToDate Lexidrugを利用するメリットです。同じ医薬品でも諸外国ではどの
ように扱っているのか、あるいは投与した場合にどのような影響が考えられる
かなど、添付文書だけでは分からないこともUpToDate Lexidrugから情報収集
することができます。
学生への課題は、敢えて日本と海外では適応や相互作用に違いがあるものを選
びます。分からない時にUpToDate Lexidrugで検索する習慣が4年次までに定着
すると、5年次の実習から役立つスキルになると考えています。病棟のカンファ
レンスに参加する時は薬剤部の代表と多職種から認識されることがあります
ので、意思決定を行う医師をサポー トするために必要な情報は自ら探すとい
う習慣を身に付けてほしいですね。

昭和大学薬学部では、多職種からなるチー ム医療で思考を共有し、薬剤師としての
専門性を発揮し、意思決定のできる薬剤師の育成を目指されています。教育の親場では、
UpToDate Lexidrugをどのように利用されていますか ？

医薬品は情報が無ければただの化学物質で
す。情報を付加して医薬品の遥正使用を司
るのが DI 業務ですから、UpToDate 
Lexidrug のような意思決定支援ツールは欠
かせません。医師へ提供する情報は悪者さ
んの状況に応じて変わります。より安全な
医薬品投与に向けて複数の情報を集約する
ことでエピデンスとして利用し、正確で根
拠のある OJ を提供することが、私たちの
役割です。

昭和大学病院薬剤部
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国内で使用できる薬剤には日本での適応が
ありますし、投与量なども諸外国とは条件
が違うことがあります。しかし UpToDate 
Lexidrug には「投与量を決めた条件」も記
載されていることが多いため、日本での状
況と比較しながら情報提供を行います。特
に国内での情報が少ない人工透析や救急医
療、小児や周産期などの分野での課題解決
に役立っています。

昭和大学病院薬剤部長
嶋村弘史

嶋村先生：近年は薬剤師も病棟や外来での業務があり、看護師や患者さんに医
薬品の説明をするときにもUpToDate Lexidrugは役立っています。例えば外来
化学療法室の患者さんに、抗がん剤の説明をすることもあります。半田先生が
おっしゃる通り日本で使用できる医薬品には日本での適応が海外とは異なる
場合がありますが、情報ははっきり示されていればエビデンスとして利用でき
ますので、添付文書に無い情報はUpToDate Lexidrugで検索します。
若林先生：私はDIを担当していますので、UpToDate Lexidrugは毎日の業務で利
用します。医師や看護師からの問い合わせもありますし、院内でオー ダー さ
れる処方箋の情報から注意すべき情報等を拾い上げ、医薬品の用法用量等の詳
細な情報を医師へ提案することもあります。
学生の頃、 DIに関する講義は無く、医薬品の一 次情報は添付文書、二次情報は
インタビュー フォームというのが一 般的だと思っていました。でも実際に小
児科などの現場に配属されてみるとそれではとても足りない。 DI業務の重要
性と情報不足を実感していたところ、縁あって自らDIを担当することになりま
した。
病院全体では、救急や集中治療室、小児や周産期などは問い合わせが多い分野
です。日本の添付文書では、小児や妊産婦、授乳婦への投与例が記載されていな
いものが多いため、 UpToDate Lexidrugと別の2つのツー ルで情報を検索しま
す。例えば小児なら日本で臨床試験を行っていないものは本当に情報が不足し
ていますが、 UpToDate Lexidrugで海外の情報を集め、体格の違いなどを参考
にして症例報告を出すことがあります。オンラインですぐに検索できるのは、 
UpToDate Lexidrugの良いところです。

昭和大学病院薬剤部はチー ム医療を中心として質の高い医療を実硯 し薬剤を安全
かつ適切に提供するため、医薬品の選正使用やフォ ー ミュラリー の推進、ポ リ
ファー マシー の対策などに取り組まれています。病院薬剤師の業務では、どのよう
な時にUpToDate Lexidrugを利用されていますか？


